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市町村が虐待と判断した事例は 15,615 件で、726 件（4.9％）増加している。新聞の報道

















































































  ７月２４日１４時３０分から１６時。 
 論文審査では、問題意識・方法論等に関しては博士論文としての要件を満たしている
こと、取り組んだテーマの独自性・オリジナリティについては、既存の研究成果を踏まえ
たうえでの枠組みの設定・仮説の検証が実証的である点の評価がなされた。 
課題とされたのは、老人クラブ会員の意識、民生委員の虐待理解と意識、介護支援専門
員への虐待状況と深刻化要因、市役所担当職員への状況・発生要因把握のための聞き取り、
介護保険認定調査員への聞き取り調査を実施し分析した。先行研究より「精神障害により
虐待の深刻化」「経済的困窮により虐待の深刻化」を仮説として検証を実施した。民生委員
調査ではデシジョンツリーの CHAIDの手法により虐待者の「精神障害」と「経済的困窮」
が重なった場合のみ、生命にかかわる危険な状態になることが検証された。聞き取り調査
による調査結果も同様な結論が得られ、事例研究では「精神障害」と「経済的困窮」両要
因が虐待を深刻化するとし、要因の重なりにより虐待が一気に深刻化することが明らかに
なった。このような知見により、精神障害のある虐待者への支援、緊急性の高い場合の対
応、高齢者虐待早期発見システムの構築、就労支援などが自治体の具体的な施策として提
言された。最終試験においては、細部の記載漏れ、表の提示の訂正の必要があるとの指摘
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はあったが、新規性があり、社会への貢献が認められるとして、博士論文として充分に審
査基準を満たしていると評価をした。ただ、倫理上の問題があるので本文で市町村が特定
されないようにするとともに、副題を削除することを指示した。 
個別事例の収集と分析に関しては、今後も発展的な様相を残しているものの貴重なデー
タ収集に関して高い評価がされ、また、最終試験においては適切な応答がなされた。以上
の点から本委員会は、本論文を博士論文として評価出来るとして学位審査の結果を合であ
ると判断した。 
 
３．専攻委員会による審査  
 ８月６日の発表会において口頭の発表がなされ、発表会後に学位審査委員会報告に基づ
き、専攻委員会において審査に合格と判断をし、研究科委員会で審査を委ねることとした。 
 
４．大学院研究科委員会による審査結果  
８月６日に開催された大学院人間生活学研究会委員会において、以上の経過を学位審査
委員長が報告した。本論文は、高齢者虐待の深刻化の要因を解明し、自治体での虐待防止へ
の具体的な施策の提言をしたことが評価に値するとし、専攻委員会からの提案により、研
究会委員会は、学位審査の評価を合格とした。 
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